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研究成果の概要（和文）：本領域研究は、領域として国際活動を推進することにより、新たな国際共同研究を推
進できた。若手を中心に研究者の相互派遣を行うことによって、海外のラテンアメリカ研究者との国際的なネッ
トワークのハブを形成した。国際研究活動によって、本領域に関連する国際的な研究者コミュニティをリード
し、国際社会における我が国の存在感を維持・向上できた。正確な編年に基づいてメソアメリカ文明とアンデス
文明の社会変化のプロセスを比較できた。本領域研究は、現代の中南米諸国における歴史認識の刷新、古代アメ
リカ文明を資源とする芸術的創造、産業化、国民の文化的アイデンティティの形成、中南米の地域的アイデンテ
ィティの形成に寄与する。

研究成果の概要（英文）：By carrying out international academic activities, we were able to advance 
international joint studies. We sent a lot of scholars, especially younger scholars to Latin 
American countries and were able to form international networks with Latin American scholars all 
over the world. Our international academic exchange made us to lead international scholars’ 
communities and improve the presence of Japanese scholars among them. Based on refined chronology, 
we were able to compare social changes in Mesoamerica and Andes. Our project can contribute to a 
reform of historical understanding in Latin American countries, artistic creation and 
industrialization as a resource created by means of Ancient American civilizations, formation of 
national an regional identities in Latin America. 

研究分野：人類学としてのマヤ文明学・比較文明論

キーワード： メソアメリカ　アンデス　比較文明論　考古学　歴史学　文化人類学　自然科学的編年　国際研究交流
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研究成果の学術的意義や社会的意義
西洋人の侵略・植民地化によって「敗者」となった古代アメリカの二大文明は、歴史の表舞台から消され、後世
に及ぼす影響が過小評価されている。メソアメリカとアンデスでは、先スペイン期から現代までの先住民の研究
が通時的に結び付けて論じられることは少ない。考古学、歴史学、文化人類学の研究は専門化・細分化され、各
研究分野の研究者間の交流がほとんどない。今なお学術研究と一般社会のもつ知識の隔たりは大きい。「歴史は
勝者によって書かれる」としばしば言われる。本領域研究は、主に「勝者」の西洋人によって理解され、語られ
てきたメソアメリカ文明とアンデス文明を新たな視点や手法によって見直す。過去から歴史的教訓を学ぶ。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

西洋人の侵略・植民地化によって「敗者」となった古代アメリカの二大文明は、歴史の表舞台から消さ
れ、後世に及ぼす影響が過小評価されている。メソアメリカとアンデスでは、先スペイン期から現代まで
の先住民の研究が通時的に結び付けて論じられることは少ない。考古学、歴史学、文化人類学の研究
は専門化・細分化され、各研究分野の研究者間の交流がほとんどない。今なお学術研究と一般社会の
もつ知識の隔たりは大きい。「歴史は勝者によって書かれる」としばしば言われる。本領域研究は、主に
「勝者」の西洋人によって理解され、語られてきたメソアメリカ文明とアンデス文明を新たな視点や手法
によって見直す。両文明に関する既存の研究の限界としては、（1）メソアメリカ文明とアンデス文明が個
別に研究されてきたために、旧大陸の文明の影響を受けずに発達した一次文明としての両文明の特性
や社会変動が比較研究によって十分に検討されてこなかった、（2）北半球で確立した世界標準の年代
目盛が、アンデス地域のような南半球の低緯度では10数年ほどずれるために、メソアメリカ文明とアンデ
ス文明の通時的比較研究に困難が伴う、（3）研究対象とする時代が、スペイン人の侵略以前のいわゆ
る先スペイン期に限定されており、古代アメリカ文明の後世への影響が考慮されていない、という3点が
挙げられる。 

 

２．研究の目的 

本領域研究の目的は、①精密な自然科学的年代測定法や古環境復元によって、メソアメリカとアン
デスの高精度の編年を確立し環境史を解明する、②精密な編年をもとにメソアメリカ文明とアンデス文
明の詳細な社会変動に関する通時的比較研究を行う、③植民地時代から現代まで、メソアメリカとアン
デスの文明が中南米の先住民文化に及ぼした影響を「古代文明の資源化」をキーワードに検証するこ
とである。さらにこれらの成果をもとに導かれる文明研究の今日的意義を探求する。 

 

３．研究の方法 

本領域研究は、国内外の共同研究者と密接に協力しながら、世界的な学術水準の国際連携プロジ
ェクトとして実施する。領域内の計画研究と有機的に連携しつつ領域として国際活動を推進することに
より、新たな国際共同研究の推進が期待できる。そのために、若手を中心に研究者の相互派遣を行う
ことによって、海外のラテンアメリカ研究者との国際的なネットワークのハブを形成する。こうした国際研
究活動によって、本領域に関連する国際的な研究者コミュニティをリードし、国際社会における我が国
の存在感を維持・向上する十分な貢献が期待できる。中堅・若手の文系と理系の多様な研究者を中心
とする本領域研究の推進は、古代アメリカの比較文明論研究の学術水準を国際的に向上・強化させ、
革新的な人材育成につながると期待される。 
 

４．研究成果 

青山と井上は、ペルーのアンデス文明の諸遺跡や博物館を訪れ、現地の研究者と国際的なネットワ

ークのハブを形成し、メソアメリカ文明との比較研究の基礎的文献を収集した。杓谷は、メキシコにおけ

るマヤ遺跡観光との比較の観点から、ペルーのナスカ及びペルー北部のカハマルカからトルヒーヨにか

けての遺跡や歴史遺産を訪れ、同地における観光インフラの整備状況や古代文明イメージの活用のさ

れ方などを観察し、現地で調査を行っている研究者と意見交換を行った。メキシコのチチェン・イツァ遺

跡公園をはじめとしてユカタン州及びキンタナ・ロー州のマヤ文明の遺跡公園における観光化を巡る問

題について調査を行うとともに関係者と意見交換を行った。比較の観点から、同国チョルーラ遺跡公園

を訪れ、観光インフラの整備状況や古代文明イメージの活用のされ方など観察した。生月はエクアドル

にて先住民教育と先住民文化の現地調査を継続実施した。 

国際連携を推進するために 若手研究者をテュレーン大学に派遣した。またテュレーン大学と共同
でナスカ台地周辺の墓地遺跡を発掘調査した。さらに日本、フランス、ペルーの若手研究者の育成を
推進した。若手研究者の八木百合子（国立民族学博物館）とダニエル・サウセド（立命館大学）をペル
ーに派遣し、現在のアンデス地域における古代アメ リカ文明の資源化に関する調査を推進した。本
領域研究に参加した大部分の研究者は中堅・若手であり、本領域研究を推進することによって、当該
領域における人材育成に繋げた。本領域研究に参加した若手の研究者のうち10名が常勤、5名が任
期付の研究職を得た。 

メキシコ、アメリカ、グアテマラとアルゼンチンの国際的に著名な研究者をH28年度に招聘し、日本で
初めてメソアメリカ研究者国際会議を東京で主催した。青山は、メキシコ国立自治大学の研究者と協
力してメソアメリカ文明に関するスペイン語論文集をメキシコ国立自治大学から2019年に出版するため
に国際活動を推進した。アメリカを代表するナスカ研究者であるカリフォルニア大学のケビン・ボーン副
学部長を招待して、国際学術講演会及びRound Table Conference on Nasca 2016を実施した。テュレ
ーン大学の4名の研究者を招聘してナスカの地上絵とメソアメリカの絵文書、人身供儀、神殿と都市に
注目した国際学術講演会及び暴力、文字、辺境の観点からアンデス文明とメソアメリカ文明を比較す
る国際シンポジウムをH28年度に実施した。 

鈴木はニュージランドでH28年度に開催されたCELAO（アジア大洋州ラテンアメリカ研究協議会）の
分科会、H29年度にセルビアで開催されたFIEALC（ラテンアメリカ・カリブ海地域研究国際連合）や
H30年度にスペインで開催された国際アメリカニスト会議で分科会を組織し、領域メンバーを派遣して
研究発表を行った。鈴木はH29年度に国立民族学博物館で国際シンポジウムを主催し、メキシコとペ
ルーから研究者を招聘した。坂井はパリ第一大学および教皇庁立ペルー・カトリカ大学と共同研究を



実施した。 

H30年度には、メキシコ国立自治大学人類学研究所との国際会議を企画、実施した。領域のメンバ
ーが研究発表をスペイン語で行って、諸外国の研究者と意見交換を活発に行い、国際共同研究を推
進した。イェール大学のアンデス文明研究者を招聘して、国際学術講演会や国際シンポジウムを実施
した。井上はアステカ史の史料をウェブ上で公開する共同研究をメキシコ国立人類学歴史学研究所
等と進め、2019年6月公開した。また、研究成果の社会への還元として専修大学図書館で絵文書展示
をH30年度に実施した。 
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